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社会をよりよくするためにリスク評
価とリスク管理を伝え、役立てるこ
と。 
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リスコミは 
リスク評価とリスク管理を役立てる 



• ハザード（定性）とリスク（定量）の混乱を認識して
いない。 

• リスクコミュニケーション＝専門情報、用語をやさ
しく噛み砕くこと（話が長い。説明が難解） 

• 論理や数字での説明の限界。人は直感、感情、
感覚、イメージで判断。 

• 相手に伝わらないのであれば、伝える側にも問題
がある。 

• リスクのトレードオフについて説明が不十分。 
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リスコミで間違いやすいこと 
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予防原則について 

•和訳のニュアンス、その運用の解釈に多
くの誤解がある。 
•Precautionary principle はリスク管理
の用語。政策、管理の領域。 
•リスクのトレードオフ（非関税障壁、政治
的悪用、経済的合理性など）についても
留意点がある。 
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欧州と予防原則について 

•欧州での経緯。遺伝子組み換え作物な
どへの適用。 
•詳しくは産業総合研究所「ナノテクディベ
ートとことん話そう予防原則」 
（2007） 
http://literajapan.com/pdf/yobogens
oku_aist_report%20.pdf  
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中間報告書に期待すること 

• リスコミの視点に立った分かりやすい 
政府広報 

• 予防原則、「念のため」措置の理解と、
それを適応している海外のケースの慎
重な分析 
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